
東京YWCA　新型コロナウイルス感染症予防について　(スキーキャンプ)

参加者のみなさまには以下の対応についてにご理解とご協力をお願いします。以下の内容はリーダー・スタッフも同様に徹底して行います。

参加に向けて

体調管理
●参加者と同居する家族が以下に該当する場合は参加をお控えください。

　①慢性的な病気、循環器や消化器などの疾患をもつなど体調に不安がある

　②体調不良・発熱・咳・喉の痛み・鼻水・倦怠感・味覚や嗅覚がない・

　　その他新型コロナウイルス感染症が疑われる症状がある

　③発熱し熱が下がって1週間以内

　④過去2週間以内に海外への渡航歴がある

　⑤陽性者または濃厚接触者と接触しPCR検査を受けた

●参加者は出発10日前から体調・体温の確認をし健康チェックシートに記入いただきます。

　同居のご家族に、体調の悪い方がいないかどうかご確認いただきます。

　健康チェックシートは出発当日に提出をお願いします。

●参加者と同居する家族は、参加1週間前は不特定多数が集まるような場所に行くことをお控えください。

●リーダー・スタッフは事前にPCR検査を受けます。

＊出発当日（ご家庭で） ●新型コロナウイルス抗原検査　ペン型デバイスでチェックする。←検査キットは事前配布物に含まれます

中止

キャンセルへの対応

●緊急事態宣言が発出された場合や新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、中止することがあります。

なおキャンプ期間中に陽性者が発生した場合は、キャンプを中止いたします。中止の場合、参加費は下記のように返金します。

　・プログラム前：全額返金します

　・プログラム中：中止後に該当する金額を、必要経費を除き返金します

●事前に新型コロナウイルス感染症の陽性が判明しキャンセルされた場合、参加費を全額返金いたします（振込手数料除く）。

　全額返金の手続きには、医療機関から出される陽性を確認できる資料を提出していただきます。

　その他の理由でキャンセルされる場合は通常のキャンセル規定が適用されます。

　

キャンプ期間中

手洗い・消毒

●こまめな手洗いを徹底し、食事・プログラムの前後、建物へ出入りする際には、手指の消毒を行います。

●手が触れる場所や使用する場所、道具類は定期的に消毒を行います。

マスクの着用

●基本マスクを着用します。マスクを外す場面では会話を控え、参加者同士が充分な距離を保って行動するよう促します。

●咳エチケットを守り、マスクを着用している場合でも大声での会話は控えます。

換気・3密回避 ●1グループの定員を減らして実施します。

　小学生：１部屋に、参加者４～５名とグループカウンセラー1名が宿泊します。空間を確保できる和洋室に宿泊予定です。

　中高生：１部屋に、参加者４～５名で宿泊予定です。

●キャンプ中、密閉・密集・密接の３密が発生しないよう注意します。

●バスの車内や室内では定期的に換気を行います。

●入浴時は、時間を調整し他の利用客と重ならないようにします。トイレ、洗面所は各お部屋に付いています。

体調管理 ●毎日体調の確認・検温を行い、記録用紙に記入します。

●体調不良者が発生した場合、以下の対応を行います。

　・他の参加者と接触しないよう一時的に別なお部屋に移動します。

　・最寄りの保健所や「受診・相談センター」に連絡し指示に従います。

　・感染が疑われる場合は、ご家族の方に現地までお迎えをお願いします。

●こまめに休憩、水分補給などを行い、参加者の体調管理に努めます。有資格の保健のリーダーが同行いたします。

キャンプ後

体調の確認 ●帰宅後に発熱など感染症が疑われる症状が出た場合、または感染が判明した場合は保健所や自治体の指示に従い東京YWCAの

事務局までご連絡ください。

●参加者・リーダー・スタッフに陽性者が出た場合、保健所等の指示を受け濃厚接触の疑いがある方にご連絡します。感染者が

特定されないよう配慮し、個人情報の取り扱いには十分注意します。
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